
平成２０年度参画協働事業の実施状況 
 

 
基本目標５ 市民参画協働事業を推進します 
＜市民参画協働事業の推進＞ 
(１) 市民参画協働推進をするための新たな協働事業を検討します。 
 

 
取組項目 

〔担当課〕 
事業内容 

 

 
具体的施策 

 
予算額 
（千円）

 
(１) 市民参画協働の推進をするための新たな協働事業を検討します 
 

〔総務部管財・検査課〕 

市役所北広場花壇植え替え 
年２回（春・秋），市役所北
広場花壇の植え替えを市
民・市職員のボランティアの
協働で行う。 

８７５ 

〔都市環境部防災安全課〕 

「要援護者の避難支援計
画」の作成 

避難支援計画の素案を検討
した。 

職員が実
施  ０ 

〔市民生活部市民参画課〕 
市民参画協働推進をするた
めの新たな協働事業候補を
検討 

芦屋市の事務事業(467)か
ら，新たな市民参画協働事業
候補の検討を行った。 

職員が実
施  ０ 

〔市民生活部市民参画課〕 
地元の市民が指定管理者と
なり地区集会所を管理運営 

市民で組織する芦屋市立地
区集会所運営協議会連合会
と，新たに３年間の基本協定
を締結し，市に担当者を置
き，市民と市が協働により実
施 

職員が実
施  ０ 
地区集会
所側の費
用は協定
金額に含
まれる。 

〔都市環境部公園緑地課〕 

公園等の維持管理 
 
 
 

公園等の除草,清掃,潅水を 
自治会等と委託契約を行い， 
地域の公園の自主管理意識 
を高める。 
（34団体と38箇所の契約） 

２４９０ 
 
 
 
 

市民と市は，こ
れまでも連携を
図りながら協働
事業に取り組ん
できました。 
今後とも市は，
参画協働事業の
拡大を図りなが
ら，市民参画協
働の推進を図り
ます。 
 
 

〔社会教育部市民センタ
ー〕 

(ｱ) 市民の新鮮かつ斬新な
発想による芦屋にふさわ
しい芸術文化活動の促進 
(ｲ) 市民プロデューサーの
育成 

舞台芸術分野のオリジナル
作品を市民がプロデュース
して公演する「芦屋夢ステー
ジ」の参加団体を公募した。 

１０００ 
 
 
 

                                       １７ 



                                                        
平成２１年度参画協働事業計画の実施予定 

 
 
基本目標５ 市民参画協働事業を推進します 
＜市民参画協働事業の推進＞ 
 (１) 市民参画協働推進をするための新たな協働事業を検討します。 
 

取組項目 
〔担当課〕 
事業内容 

具体的施策 
予算額 
（千円） 

 
市民参画協働推進をするための新たな協働事業を検討します 
 

〔総務部管財・検査課〕 
市役所北広場花壇植え替え 
 
 

年２回（春・秋），市役所北
広場花壇の植え替えを市
民・市職員のボランティア
の協働で行う 

８７５ 
 
 
 

〔市民生活部市民参画課〕 
市民参画協働事業選定委員
会を開催 

市民参画協働事業に向け
て，市民参画協働事業選定
委員会を開催する。 

  １６０ 

〔都市環境部公園緑地課〕
公園等の維持管理 
 
 
 

公園等の除草，清掃，潅水 
を自治会と委託契約を行い 
地域の公園の自主管理を通 
して愛着を持ってもらう 
（34団体と38箇所の契約） 

２４９０ 
 
 
 
 

〔防災安全課〕 
災害時要援護者の避難支援 

災害時の要援護者の支援の
担い手の育成 

職員が実施 
    ０ 

〔社会教育部生涯学習課〕 
(ｱ) 史跡整備計画等への参
画協働 

(ｲ) 社会教育活動に係る市
民ボランティアの人材バ
ンクの作成 

 
(ｱ) 会下山遺跡 
 
(ｱ) 社会教育活動に係る市
民ボランティアの人材 
バンクの作成 

事業に含ま
れる。 ０ 
 
 
 
 
 

市民と市は，こ
れまでも連携を
図りながら協働
事業に取り組ん
できました。 
今後とも市は，
参画協働事業の
拡大を図りなが
ら，市民参画協
働の推進を図り
ます。 

〔社会教育部市民センタ
ー〕 

(ｱ) 市民の新鮮かつ斬新な
発想による芦屋にふさわ
しい芸術文化活動の促進 
(ｲ) 市民プロデューサーの
育成 

舞台芸術分野のオリジナル
作品を市民がプロデュース
して公演する「芦屋夢ステ
ージ」の参加団体を公募す
る 

１０００ 
 
 
 

 

                                       １８ 



 

                                           １９ 

 
 

ふるさと雇用再生特別基金事業 
 

 
 
 
市民活動団体実態調査及び活動支援事業 
        
 
 

１ 事業目的   
   平成１９年４月に開所した「あしや市民活動センター」は，ＮＰＯ相談などを行う

中間支援機能を持つ。条例に規定する市の責務としてＮＰＯ及び中間支援組織の支援
を行っている。 
開所後３年目からは，新たに，芦屋市内で活動する市民活動団体（ＮＰＯ）を実態調
査により，把握・分析を行い，市民ニーズに応じた活動を支援することが，地域課題解
決の手法として有効である。 
市民活動団体実態調査の事業は，新規雇用の創設と地域の活性化を目的としており，
その調査結果を活用して活動支援を行い，市民参画協働のまちづくりを進めるための
「行政と NPO の協働のルールづくり」を行う。 

 
 
２ 事業内容 
   新たに芦屋市内で活動する市民活動団体（ＮＰＯ）の実態調査を行うため，新規雇

用等の人材を広く公募し，調査内容と方法の検討，アンケート調査・分析・市民ニー
ズの把握・公表，団体への活動支援・助言・相談等を行う。 
集まった情報をインターネットによる継続な情報提供を行うことや，「行政と NPO の
協働のルールづくり」を行うことを通じて，新規雇用者等の専門性を育成し，３年経過
後，ＮＰＯで雇用を継続する。 

 
 
３ 実施場所  あしや市民活動センター 
 
 
４ 実施期間  平成２１年 ９月 ～ 平成２２年 ９月 

（ １年１か月を予定している。 ） 
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